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6
月
の
終
わ
り
、
香
蘭
女
学
校
の
朝

の
始
業
礼
拝
司
式
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
て
の
こ
と
で
も
あ
り
、
襟
を
正
し
て

礼
拝
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
マ
タ
イ
の
福
音
書
が
朗
読
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
私
は
そ
の
箇
所
に
以
前

か
ら
心
引
か
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 
そ
の
箇
所
は
、
あ
る
指
導
者
と
そ
の
娘

の
話
で
す
。
あ
る
指
導
者
が
イ
エ
ス
様
の 

所
へ
来
て
懇
願
し
ま
す
。
「
わ
た
し
の
娘

が
た
っ
た
今
死
に
ま
し
た
。
で
も
お
い
で

に
な
っ
て
、
手
を
お
い
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
生
き
返
る
で
し
ょ
う
」 

そ
し
て
イ
エ
ス
様
は
彼
の
家
に
行
き
、
中 

に
入
り
少
女
の
手
を
取
る
と
、
少
女
は 

起
き
上
が
っ
た
と
い
う
記
事
で
す
。 

 

朗
読
さ
れ
て
い
た
箇
所
は
、
マ
ル
コ
に 

よ
る
福
音
書
に
も
平
行
記
事
が
あ
り
ま

す
。
私
の
場
合
は
、
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音 

書
の
方
に
よ
り
リ
ア
ル
に
感
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
こ
に
は
イ
エ
ス
様
が
言
わ
れ
た
言

葉
「
タ
リ
タ
、
ク
ム
」
が
記
さ
れ
て
い
ま 

す
。
そ
の
箇
所
の
後
に
す
ぐ
意
味
の
説
明 

が
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
少
女
よ
、
わ
た
し 

は
あ
な
た
に
言
う
。
起
き
な
さ
い
」 

 

ど
ん
な
絶
望
的
と
思
え
る
状
況
で
も
、 

「
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
信
じ
な
さ

い
」
と
イ
エ
ス
様
は
言
わ
れ
る
の
で
す
。 

こ
の
イ
エ
ス
様
を
信
じ
、
イ
エ
ス
様
に
よ 

っ
て
「
タ
リ
タ
、
ク
ム
」
と
言
わ
れ
て
、 

人
は
も
う
一
度
起
こ
さ
れ
て
、
生
か
さ
れ

て
い
く
の
で
す
。 

 

こ
の
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
は
、 

困
難
や
苦
痛
、
孤
独
、
不
安
の
中
で
死
ん

だ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
娘
を

失
っ
た
あ
の
指
導
者
の
よ
う
に
、
絶
望
的

と
思
わ
れ
る
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
孤
立
し
て
し
ま
い
、
生

き
る
意
味
が
見
え
な
く
な
り
、
消
え
て
し

ま
い
た
い
と
さ
え
思
う
事
が
あ
り
ま
す
。 

 

し
か
し
イ
エ
ス
様
は
、
そ
ん
な
私
た
ち 

に
対
し
、
今
も
な
お
、
声
を
か
け
て
お
ら 

れ
ま
す
。 

「
起
き
な
さ
い
。
そ
し
て
生
き
よ
。
」 

そ
う
言
わ
れ
、
私
た
ち
と
共
に
立
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
イ
エ
ス
様
と
共
に
、
誠
実

に
生
き
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

７
月
～
８
月
の
予
定 

◆
７
月 

1
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

4
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

6
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
４
主
日 

７
日
㈪ 

７
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

8
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

11
日
㈮ 

修
院
長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト 

13
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
５
主
日 

15
日
㈫ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

18
日
㈮ 

聖
書
の
学
び
（
新
約
） 

20
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
６
主
日 

22
日
㈫ 

マ
グ
ダ
ラ
の
聖
マ
リ
ヤ
日 

 
 
 
 
 

聖
書
の
学
び
（
旧
約
） 

25
日
㈮ 

使
徒
聖
ヤ
コ
ブ
日 

26
日
㈯ 

お
と
め
聖
マ
リ
ヤ
の
母
ア
ン
ナ 

27
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
７
主
日 

◆
８
月 

3
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
８
主
日 

4
日
㈪ 

８
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

6
日
㈬ 

主
イ
エ
ス
変
容
の
日 

8
日
㈮ 

司
祭
修
道
士
ド
ミ
ニ
コ 

10
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
９
主
日 

11
日
㈪ 

修
院
長
お
と
め
ク
ラ
ラ 

15
日
㈮ 

主
の
母
聖
マ
リ
ヤ
日 

17
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
10
主
日 

18
日
㈪ 

 

ヘ
レ
ナ
日 

20
日
㈬ 

 

修
院
長
教
会
博
士
ベ
ル
ナ
ル
ド 

 
 

「
タ
リ
タ 

ク
ム
！
」 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神

崎

和

子 
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婦
人
会
だ
よ
り 

 

６
月 

6
月
15
日 
51
名
出
席 

聖
歌
３
５
１
番 

・
神
崎
司
祭
の
お
話
。 

 
｢

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
物
語
の
今
日
に

お
け
る
意
味Ⅰ

｣ 

 

私
達
女
性
に
と
っ
て
大
変
関
心
の
深

い
姉
妹
の
物
語
。
こ
れ
ま
で
の
解
釈
の
多

く
は
こ
の
二
人
を
対
照
的
な
存
在
で
あ

る
と
し
、
優
劣
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、

ル
カ
に
よ
る
福
音
書
10
章
と
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書
11
章
を
読
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
マ
ル
タ
の
働
き
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
を
深
め
る
。
家
事
や
仕
事
に
追

わ
れ
る
私
達
の
行
為
も
神
様
の
み
言
葉

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
事
、
生
活
に

伴
う
実
際
的
な
行
動
・
振
る
舞
い
一
つ
一

つ
が
神
様
の
み
言
葉
の
実
現
で
あ
る
と

す
る
神
崎
司
祭
の
お
話
は
、
私
達
の
想
い

と
視
野
を
広
げ
た
大
き
な
励
み
と
な
る

も
の
で
し
た
。 

・
総
務
委
員
会
よ
り 

 

6
月
２７
日
礼
拝
堂
の
業
者
に
よ
る
清

掃
が
あ
り
ま
す
。
会
館
の
ク
ー
ラ
ー
買
い

換
え
の
為
の
見
積
も
り
を
作
成
中
。
６
月

２９
日
の
昼
食
担
当
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。 

・
婦
人
会
遠
足
会
計
報
告 

 

残
金
は
夏
バ
ザ
ー
へ
献
金
。 

・
香
山
リ
カ
氏
講
演
会
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
。 

・
社
会
委
員
会
よ
り 

 

お
豆
腐
送
料
が
今
ま
で
は
無
料
で
し
た

が
、
ク
ー
ル
宅
急
便
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
、
代
金
の
他
に
送
料
を
上
乗
せ
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

(

記
・宮
武
俊
江) 

  
 

男
子
会
だ
よ
り 

 

６
月 

6
月
15
日
に
男
子
会
例
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
者
17
名
で
し
た
。 

教
会
委
員
会
の
報
告
の
後
、
研
修
旅
行

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
6
月
5

日
か
ら
釜
石
を
訪
問
さ
れ
た
頼
さ
ん
か

ら
現
地
の
様
子
を
お
伺
い
し
、
8
月
下

旬
を
第
一
候
補
と
し
、
計
画
を
練
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
家
庭
集
会
は
9

月
8
日
の
週
、
土
曜
日
を
避
け
て
計
画

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

3
時
か
ら
は
会
館
2
階
で
今
年
常
置

委
員
長
に
な
ら
れ
た
高
橋
宏
幸
司
祭
か

ら
東
京
教
区
の
現
状
、
課
題
、
先
般
行 

な
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
の
様
子
、

な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。 

4
時
か
ら
は
晩
祷
、
４
時
30
分
か
ら

は
婦
人
会
の
有
志
、
神
崎
和
子
司
祭
も 

合
流
さ
れ
懇
親
会
、
秋
田
の
き
り
た
ん 

ぽ
鍋
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

(

記
・永
井
信
行) 

 
 

青
年
会
だ
よ
り 

 

６
月 

・
ベ
イ
リ
ー
『朝
の
祈
り
・夜
の
祈
り
』を
読

み
、
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

・
夏
休
み
に
有
志
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
ハ

イ
キ
ン
グ
に
行
く
予
定
で
す
。 

・
仕
事
の
都
合
で
礼
拝
や
青
年
会
に
出
席

で
き
な
い
兄
弟
姉
妹
た
ち
が
お
り
ま
す
。

お
祈
り
く
だ
さ
い
。
（記
・村
上
紗
知
子
） 

 

□
宣
教
委
員
会 

 

―
昭
和
大
学
と
の
協
働 

「生
と
死
を
考
え
る
会
」― 

こ
れ
か
ら
の
認
知
症
治
療 

日
本
は
世
界
に
名
だ
た
る
高
齢
社
会 

と
な
り
、
高
齢
層
の
増
加
と
共
に
認
知 

症
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

6
月
29
日(

日)

午
後
、
香
蘭
女
学
校 

の
オ
ー
キ
ッ
ド
ホ
ー
ル
を
お
借
り
し
て 

老
年
精
神
学
が
ご
専
門
で
、
日
々
認
知 

症
に
向
き
合
っ
て
お
ら
れ
る
、
昭
和
大 

学
病
院
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
准
教 

授
、
堀
宏
治
先
生
に
認
知
症
に
つ
い
て
お

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
会
員
の
他
、

近
隣
の
方
々
や
香
蘭
女
学
校
の
父
母
の

方
々
な
ど
交
え
て
、
参
加
者
は
６０
名
。 

認
知
症
に
気
づ
く
に
は
、
着
替
え
を 

し
な
く
な
る
、
お
風
呂
に
入
る
の
を
憶 

劫
が
る
、
料
理
の
好
き
だ
っ
た
人
が
料 

理
を
し
な
く
な
る
、
な
ど
、
今
ま
で
出
来

た
こ
と
を
し
な
く
な
る
、
そ
の
人
ら
し
く

な
く
な
る
こ
と
が
初
め
に
現
れ
る
徴
候

で
あ
る
こ
と
。
何
よ
り
も
早
期
発
見
、
各

病
院
の
「
も
の
わ
す
れ
外
来
」
を
受
診
す

る
こ
と
。
精
神
安
定
剤
、
催
眠
薬
な
ど
は
、

認
知
症
を
進
行
さ
せ
る
の
で
、
飲
ま
な
い

こ
と
が
望
ま
し
い
な
ど
、
大
変
分
か
り
や

す
い
お
話
で
、
カ
フ
ェ
形
式
で
先
生
と
身

近
に
語
り
合
え
、
大
変
和
や
か
な
楽
し
い

集
り
に
な
り
ま
し
た
。 

主
に
感
謝
。 

 

（
記
・
加
藤
由
喜
子
） 

                 

「これからの認知症治療」に聴き入る。（写真・吉川晃氏） 
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日
本
聖
公
会
の
正
義
と
平
和
委
員
会
・

沖
縄
教
区
は
、
6
月
２３
日
の
沖
縄
慰
霊

の
日
に
合
わ
せ
て
「
沖
縄
週
間
／
沖
縄
の

旅
」
を
毎
年
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

で
２０
回
目
の
行
事
と
な
り
ま
し
た
。 

6
月
２０
日
～
２３
日
（
3
泊
４
日
）

と
い
う
日
程
で
、
本
土
の
8
教
区
か
ら

聖
職
者
8
名
（
九
州
教
区
武
藤
主
教
、

管
区
矢
萩
総
主
事
を
含
む
）
、
信
徒
２２
名

が
参
集
し
ま
し
た
。
沖
縄
教
区
か
ら
は
、

上
原
主
教
以
下
の
１０
名
（
聖
職
者
・
主

事
な
ど
）
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
現
地
業
務

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

1
日
目
は
、
１
９
７
０
年
に
発
生
し

た
コ
ザ
騒
動
の
現
場
（
現
在
の
沖
縄
市
）

を
視
察
し
、
米
軍
支
配
下
の
基
地
の
町
に

お
け
る
怒
り
・
不
満
の
爆
発
の
実
態
を
、

地
元
の
ガ
イ
ド
か
ら
学
び
ま
し
た
。
上
原

主
教
か
ら
は
、
安
倍
政
権
が
推
進
す
る
軍

事
的
政
策
を
強
く
批
判
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

2
日
目
は
、
辺
野
古
沖
の
新
基
地
建

設
計
画
を
阻
止
す
る
地
元
民
の
座
り
込

み
活
動
を
支
援
し
、
埋
め
立
て
予
定
海
域

を
漁
船
に
乗
っ
て
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

日
は
、
座
り
込
み
３
７
１
６
日
目
で
し
た
。 

 

3
日
目
は
、
分
宿
し
た
首
里
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
で
姜
司
祭
に
よ
る
聖
餐
式
に

与
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
愛
餐
会
で
は
、

信
徒
持
ち
寄
り
の
沖
縄
料
理
を
頂
戴
し
、

沖
縄
の
歌
の
合
唱
に
よ
っ
て
心
温
ま
る

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
午
後
は
、「
慰

霊
の
日
」
礼
拝
行
事
が
北
谷
諸
魂
教
会
で

行
わ
れ
、
多
く
の
教
区
信
徒
が
集
い
ま
し

た
。 

 

今
年
は
新
た
に
５４
名
の
犠
牲
者
が
判

明
し
、
平
和
の
礎
へ
刻
銘
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
礼
拝
後
は
、
聖
公
会
の
「
原

発
と
放
射
能
に
関
す
る
特
別
問
題
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
事
務
局
長
の
池
住
圭 

氏
か
ら
、
福
島
の
現
状
に
関
す
る
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

4
日
目
は
、
沖
縄
戦
の
南
部
激
戦
地

と
な
っ
た
摩
文
仁
の
丘
に
建
つ
慰
霊
碑

（
魂
魄
の
塔
）
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
日 

は
「
慰
霊
の
日
」
に
あ
た
り
ま
し
た
の 

で
、
全
国
か
ら
多
く
の
遺
族
が
集
ま
っ
て

お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
グ
ル
ー
プ
も

参
集
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
付
近
の

海
岸
へ
移
動
し
て
、
閉
会
の
祈
り
を
献
げ

ま
し
た
。 

現
在
の
沖
縄
県
民
は
、
米
軍
基
地
に
よ

る
騒
音
公
害
と
自
然
環
境
破
壊
、
米
兵
に

よ
る
犯
罪
の
多
発
な
ど
で
苦
し
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
騒
音

は
ひ
ど
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回 

              

が
3
度
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
の
沖
縄
県
民
の
反
基
地
思
想
の
根

底
に
は
、
約
3
ヶ
月
に
わ
た
る
悲
惨
な

沖
縄
戦
、
例
え
ば
、
沖
縄
本
島
に
残
っ
た

住
民
の
半
数
が
犠
牲
、
集
団
自
決
（
家
族

同
士
の
殺
害
）
や
日
本
兵
に
よ
る
住
民
殺

害
の
発
生
な
ど
の
体
験
が
根
付
い
て
い

る
こ
と
を
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

沖
縄
の
旅
で
は
、
「
命
（
ぬ
ち
）
ど
ぅ

宝
」
を
主
題
と
し
て
命
の
大
切
さ
を
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
学
び
、
様
々
な
場

所
に
お
い
て
平
和
の
祈
り
を
献
げ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
他
教
区
の
聖
職
者
お
よ

び
信
徒
の
方
々
と
の
有
益
な
交
流
を
通

じ
て
、
共
に
学
び
、
分
か
ち
合
え
る
貴
重

な
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
他
教
区
か
ら
は

若
い
層
を
含
め
た
新
し
い
方
々
が
参
加

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
三
光
教
会
か

ら
も
若
い
人
々
が
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
記
・
安
次
嶺
昭
男
） 

 

フ
ィ
リ
ピ
ン
協
働
だ
よ
り, 

聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
の
信
徒
総
会
は
去
る
１

月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
議
事
録
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
記
述
の
中
か
ら
数

点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
昨
年
一
年
間
の
主
日
聖
餐
式
の
平
均
出

席
者
数
は
95
名
、
受
聖
餐
者
数
は
85
名
。

日
曜
学
校
生
徒
数
は
18
名
。
（こ
れ
ら
の

数
字
に
は
二
つ
の
伝
道
所
の
人
数
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。
） 

②
教
会
委
員
会
は
い
く
つ
か
の
委
員
会
が

あ
り
、
月
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る
の
は
三

光
教
会
と
同
じ
。
そ
の
中
に
信
徒
の
健
康

維
持
の
た
め
に
健
康
委
員
会
が
あ
り
、
主

日
に
血
圧
測
定
、
心
身
両
面
の
癒
し
の
た

め
の
教
育
、
鍼
灸
技
術
の
講
習
会
の
開
催

な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
会

が
医
療
設
備
の
乏
し
い
農
村
に
あ
る
た
め

で
し
ょ
う
か
。 

③
男
子
会
、
婦
人
会
、
青
年
会
が
あ
り
、 

日
本
聖
公
会 

「
沖
縄
週
間
／
沖
縄
の
旅
」
に 

参
加
し
て 

摩文仁の丘の浜辺での閉会礼拝。（安次嶺氏撮影） 
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月
一
度
定
期
的
な
会
合
を
も
っ
て
い
る
の

も
、
三
光
と
同
じ
。
違
う
の
は
、
そ
れ
ぞ 

れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
聖
公
会
の
ア
ン
デ
レ
同
胞

会
、
婦
人
部
、
青
年
部
の
ス
テ
パ
ノ
教
会
支

部
の
形
を
と
り
、
聖
公
会
の
全
国
的
組
織

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

④
毎
主
日
の
礼
拝
の
前
に
、
男
子
会
と
婦

人
会
が
合
同
で
聖
書
の
勉
強
会
を
実
行
し

て
い
ま
す
。
聖
書
研
究
会
は
昨
年
一
年
間

で
59
回
に
及
ん
で
い
ま
す
。 

⑤
三
光
教
会
か
ら
支
援
を
受
け
た
献
金
、

文
房
具
、
環
境
保
全
の
た
め
の
諸
資
料
に

対
す
る
感
謝
な
ら
び
に
毎
主
日
、
三
光
教

会
が
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
の
た
め
に
捧
げ
て
い

る
代
祷
に
対
す
る
感
謝
が
表
明
さ
れ
て
い

ま
し
た 

総
会
議
事
録
の
翻
訳
は
出
来
次
第
印 

刷
し
、
希
望
者
に
は
配
布
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（記
・柳
原
仁
哉
） 

      

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
６
月
19
日
に
城
南
グ
ル
ー
プ
企
画
に
よ

る
バ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
に
は
全
国
の
人
口
二
千
万
人

の
う
ち
、
70
万
人
が
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
幕
府
は
、
江
戸
に
広
ま

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
教
令
を
出
し
、
江
戸

だ
け
で
三
百
人
が
殉
教
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
ま
ず
カ
ト
リ
ッ
ク
浅
草
教
会

に
あ
る
、
鳥
越
き
り
し
た
ん
殉
教
碑
を
訪

ね
、
そ
の
後
天
馬
町
牢
屋
敷
跡
を
見
学
、

カ
ト
リ
ッ
ク
高
輪
教
会
で
江
戸
大
殉
教
図

を
見
た
後
、
港
区
札
の
辻
の
元
和
キ
リ
シ
タ

ン
遺
跡
の
碑
前
で
祈
り
を
献
げ
ま
し
た
。
こ

こ
は
50
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
火
あ
ぶ
り
に
な

っ
た
殉
教
の
地
で
、
普
段
何
気
な
く
通
っ
て

い
る
交
通
の
要
所
の
丘
の
上
に
、
こ
の
よ
う

な
碑
が
建
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
山
口
千
壽
司
祭
が
様
々
な
資

料
を
駆
使
し
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
、

東
京
に
い
な
が
ら
知
ら
な
か
っ
た
、
キ
リ
シ

タ
ン
の
苦
難
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

江
戸
の
殉
教
者
と
し
て
は
ヨ
ハ
ネ
原
主
水
、

ペ
ト
ロ
岐
部
が
有
名
で
す
が
、
彼
ら
の
他
に

も
多
く
の
人
が
拷
問
に
も
火
あ
ぶ
り
に
も

屈
せ
ず
、
信
仰
を
守
り
抜
い
た
そ
の
歴
史
の

上
に
、
私
た
ち
の
今
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

（記
・安
次
嶺
佳
子
） 

   

 

6
月
7
日
（
土
）
手
縫
い
お
む
つ

の
会
か
ら
も
2
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

8
名
で
伺
い
ま
し
た
。 

 

職
員
の
方
の
ご
案
内
で
園
内
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
園
生
さ
ん
一
人

一
人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
生
活
補
助
や

支
援
を
き
め
細
か
く
実
施
さ
れ
て
い
る

園
の
姿
勢
は
、
園
生
さ
ん
た
ち
の
笑
顔

と
全
体
の
明
る
さ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。 

 

今
回
初
め
て
訪
問
さ
れ
た
参
加
者
の

方
々
も
日
頃
教
会
で
縫
っ
て
い
る
お
む

つ
と
利
用
し
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
と
の

繋
が
り
を
実
感
で
き
た
ひ
と
時
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

 

園
の
歴
史
・
現
状
を
ま
と
め
たﾋ

ビ
デ

オ
を
見
せ
て
頂
き
、
先
月
他
界
さ
れ
た

理
事
長
が
歴
代
守
っ
て
こ
ら
れ
た
設
立

の
精
神
に
も
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
見
学
の
後
、
少
し
の
時
間
で
し
た

が
お
む
つ
伸
ば
し
の
作
業
奉
仕
も
致
し

ま
し
た
。 

（
記
・
頼
甲
子
） 

研
修
旅
行
の
ご
案
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

今
年
の
研
修
旅
行
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
あ
る
釜
石
を
中
心
に
、

経
由
地
の
気
仙
沼
、
大
船
渡
な
ど
を
訪

問
し
、
被
災
地
の
現
在
の
姿
を
視
察
す

る
と
共
に
今
後
の
課
題
な 

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
釜
石
で
は
釜

石
支
援
セ
ン
タ
ー
の
海
老
原
氏
に
ご
案

内
頂
き
、
三
光
教
会
が
遊
具
の
設
置
を

支
援
し
た
釜
石
神
愛
幼
児
学
園
を
訪
問

し
、
ま
た
市
内
の
被
災
・
復
興
状
況
を

視
察
し
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
三
陸
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
今
年
4
月
に
全
線
運
行
を
再

開
し
た
三
陸
鉄
道
や
、
鉄
道
不
通
区
間

の
仮
復
旧
手
段
で
あ
るBRT

に
も
、
被

災
地
の
交
通
事
情
に
つ
い
て
も
体
感
し

ま
す
。 

 

【
日
程
】 

「
江
戸
の
キ
リ
シ
タ
ン
」 

 
 

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」 

秋
津
療
育
園
を
訪
問
し
て 
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２
０
１
４
年
8
月
25
日(

月)

～

27
日(

水) 

【
参
加
費
】 

約
6
万
円 

 

●
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
男

子
会 

伊
藤
和
彦
、
安
次
嶺
泉
、
頼
仰

史
ま
で
。

教会のお掃除にご協力を 
聖堂内外のお掃除の協力者が少な

くなりました。土曜日の午前 10時

からお昼までご奉仕ください。ご協

力いただける方は直接参加してく

ださい。 

  

はじめて教会にいらした方へ 
 礼拝様式に馴れない方は、礼拝中

椅子にお掛けになったままで結構

です。 

 礼拝中の献金は、信施金として伝

道のために献げられるもので、金

額は自由です。 

 その他、わからない点は隣の席の

方か入口の案内係におたずねくだ

さい。 

  

礼拝のご案内 

 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、毎朝

6:30 の早祷に引き続いて聖餐式 
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